
e ラーニングシステム利用規約 

 

第１条（規約の適用） 

  本規約は、当社または当団体が提供する e ラーニングコースの利用を申込み、当社または当団体がそ

の利用を承認した者（以下「受講者」という）が、当該 eラーニングコースを受講するための eラーニ

ングシステム（以下「本システム」という）を利用する際に適用されます。 

受講者は、本システムの利用にあたり、都道府県看護協会等の指定した方法で本規約の内容への同意を

表明することにより本規約の内容を承諾しているものとみなされます。 

2. 本システムは、株式会社ネットラーニングにより運営されているため、以下に定める当社または当団

体の行為、権利・義務の行使については、同社に代行・代理させることがあります。 

3. 本規約と「訪問看護 e ラーニング受講に際しての注意事項」に重複して定められた事項については本

規約が優先するものとします。 

 

第２条（受講者への通知） 

  当社または当団体は、受講者に対しインターネット上または当社または当団体が適当と判断する方法

により、随時本規約に関わる必要な事項を通知、または照会できる状態におきます。 

2.前項の通知は、当社または当団体が前項の規定により行った時点で効力を発するものとし、同時に当該

通知が、この規約の一部となることがあります。 

 

第３条（規約の変更） 

  当社または当団体は受講者の了承を得ることなく本規約を変更することがあります。この場合、本シス

テムの利用条件は変更後の規約によります。 

2.変更後の規約は、前条の規定により受講者へ通知するものとし、別段の受講者からの異議申し立てがな

い限り通知日をもって受講者が同通知の内容に同意したものとみなします。 

 

第４条（設備等） 

  受講者は、本システムを利用するために必要な通信機器、ソフトウェア、その他これらに付随して必要

となる全ての設備を自己の費用と責任において準備し、本システムが利用可能な状態に置くものとし

ます。また、自己の費用と責任でインターネットにより本システムに接続するものとします。 

 

第５条（利用状況データの利用） 

当社は、本サービスの利用状況データの取得・解析のために、「Google Analytics」及び「Clarity」を利

用します。個人を特定する情報を含むことなく、利用状況データを収集することがあります。この機能

は、利用者が利用するブラウザの設定で Cookieを無効にすることで収集を拒否することが出来ます。当

社は、「Google Analytics」及び「Clarity」の利用による損害について責任を負わないものとします。 

・GoogleAnalytics利用規約 

（https://marketingplatform.google.com/about/analytics/terms/jp/） 

・Googleポリシーと規約ページ 

（https://policies.google.com/technologies/ads?hl=ja） 

・Clarity利用規約 



（https://clarity.microsoft.com/terms） 

・マイクロソフトのプライバシーに関する声明 

（https://privacy.microsoft.com/en-us/privacystatement） 

 

第６条（システム利用開始の許諾） 

  当社または当団体は、受講者に対するＩＤおよびパスワードの発行もって本システムの利用を当該受

講者に対し許諾するものとし、当該受講者は本システムを本規約に定める条件に従って利用すること

ができるものとします。 

2.当社または当団体は、受講者に対するＩＤおよびパスワードの発行ならびに本システムの利用許諾をＥ

メールまたは当社または当団体が適当と判断する方法により通知します。 

 

第７条（ＩＤおよびパスワードの抹消） 

当社または当団体は、利用申込の承認後であっても当社または当団体が承認した受講者が本規約の規

定に違反した場合、あらかじめ当該受講者が届け出たメールアドレスに対し通知することにより、利用

申込の承諾を取り消し、発行済の IDおよびパスワードを抹消することができます。 

 

第８条（ＩＤおよびパスワードの管理責任） 

受講者は、自己のＩＤおよびパスワードの使用および管理について一切の責任を負うものとします。 

2.当社または当団体は、受講者のＩＤおよびパスワードが第三者に使用されたことによって当該受講者が

被る損害について、当該受講者の故意過失の有無にかかわらず一切責任を負いません。 

3.受講者は、自己の設定したパスワードを失念した場合、またはＩＤおよびパスワードが盗まれたり、第

三者に使用されたりしていることを知った場合には、直ちに当社または当団体に申し出るものとし当

社または当団体の指示に従うものとします。 

4.当該ＩＤおよびパスワードによりなされた本システムの利用は、当該受講者によりなされたものとみな

します。 

 

第９条（自己責任の原則） 

受講者は、自己のＩＤおよびパスワードにより本システムを利用してなされた一切の行為およびその

結果について当該行為を自己がしたか否かを問わず責任を負います。 

2.受講者は、本システムの利用により当社、当団体、または第三者に対して損害を与えた場合、自己の責

任と費用をもって損害を賠償するものとします。 

 

第１０条（禁止事項） 

 受講者は、本システム上で以下の行為を行わないものとします。 

(1) ＩＤおよびパスワードを不正に使用する行為。 

(2) 本システムを通じて、または本システムに関連してコンピュータウィルス等の有害なプログラムを

使用もしくは提供する行為。 

(3) 当社または当団体の商標権等の知的財産権を侵害する行為、または侵害するおそれのある行為。 

(4) 本システムを通じて入手したデータ、情報、文章、ソフトウェア等に関し、著作権法で認められた

私的利用の範囲を超え複製、販売、出版等を行う行為。 



(5) 上記各号の他、法令、本規約に違反する行為、本システムの運営を妨害する行為、当社または当団

体の信用を毀損、もしくは財産を侵害する行為、当社または当団体に不利益を与える行為。 

(6) 上記各号のいずれかに該当する行為を助長する行為。 

(7) その他、当社または当団体が不適切と認める行為。 

 

第１１条（利用資格の中断・取り消し） 

受講者が前条の項目に該当する場合、当社または当団体は事前に通知することなく直ちに当該受講者

の本システムの利用資格を中断または将来に向かって取り消すことができるものとします。なお、利用

資格が取り消された場合においても、当該受講者に本規約に基づく債務が存在する場合は、当該受講者

は当該債務の全額を当社または当団体に対して負担するものとします。 

2.当社または当団体は、前項の措置を取ったことにより当該受講者が本システムを利用できず、これによ

り損害が発生したとしてもいかなる責任も負わないものとします。 

 

第１２条(損害賠償) 

受講者は、本規約および法令の定めに違反したことにより当社または当団体を含む第三者に損害を及

ぼした場合、当該損害を賠償する責任を負うものとし当社または当団体を含む第三者を免責しなけれ

ばならないものとします。 

 

第１３条（システム条件） 

当社または当団体は、本システムの運営に関し本システムの利用を監視し、必要と認める場合、自己の

裁量において本システムへのアクセスを制限することができます。 

 

第１４条（システムの一時的な中断） 

当社または当団体は、以下のいずれかの事由が生じた場合には、受講者に事前に通知することなく一時

的に本システムを中断することがあります。 

(1) インターネット上に不具合が発生し、インターネットの利用ができなくなった場合。 

(2) 当社または当団体が本システムにおけるインターネット接続を委託している、インターネット接続

システム事業者が保有する通信設備等に不具合が発生し、インターネットの利用ができなくなった

場合。 

(3) 本システム用設備等の保守を定期的または緊急に行う場合。 

(4) 火災、停電等により本システムの提供ができなくなった場合。 

(5) 地震、噴火、洪水、津波等の天災により本システムの提供ができなくなった場合。 

(6) 疫病、伝染病の蔓延により研修業務の提供ができなくなった場合。 

(7) 戦争、動乱、暴動、騒乱、労働争議等により本システムの提供ができなくなった場合。 

(8) その他、運用上または技術上当社または当団体が本システムの一時的な中断が必要と判断した場合。 

2.当社または当団体は、前項各号のいずれかまたはその他の事由により本システムの提供の遅延または中

断等が発生したとしても、これに起因する受講者または第三者が被った損害について一切責任を負わ

ないものとします。 

 

 



第１５条（サービス提供の中止） 

当社または当団体は、事前通知をした上で本システムの全部または一部の提供を中止することがあり

ます。但し、事前通知について緊急やむを得ない場合はこの限りではありません。 

 

第１６条（免責） 

本システムの内容は、当社または当団体がその時点で提供可能なものとします。 

2.当社または当団体は、本システムの利用により発生した受講者の損害（第三者との間で生じたトラブル

に起因する損害を含みます。）、または第三者の損害に対しいかなる責任も負わないものとし損害賠償

義務を一切負わないものとします。 

3.当社または当団体は、本システムへのアクセス制限、本システムの中止・中断などの発生により、本シ

ステムを利用できなかったことにより発生した受講者または第三者が被ったいかなる損害について理

由を問わずいかなる責任も負わないものとし、損害賠償義務を一切負わないものとします。 

 

第１７条(協議) 

本システムに関連して受講者と当社または当団体との間で紛争が生じた場合には、当該当事者がとも

に誠意をもって協議するものとします。 

 

第１８条（専属的合意管轄裁判所） 

 受講者と当社または当団体の間で訴訟の必要が生じた場合、eラーニングサービス利用規約で記載され

た地方裁判所を当社または当団体の第一審の専属的合意管轄裁判所とします。なお、記載がない場合は

東京地方裁判所を受講者と当社または当団体の第一審の専属合意管轄裁判所とします。 

 

第１９条（準拠法） 

 本規約に関する準拠法は、日本法とします。 

 

附 則 

この規約は 2009年 1月 1日から施行します。 

この規約は 2020年 8月 27日より改訂施行します。 

この規約は 2021年 4月 1日より改訂施行します。 

この規約は 2022年 11月 10日より改訂施行します。 

 

なお、この文中の「当社または当団体」とは「日本訪問看護財団」を示します。 

 

 

※受講には上記、利用規約を確認し、同意いただくことが必要です。 

（同意いただけない場合は申込みできません。） 


